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先日までの暑さが嘘だったかのように、朝夕はめっきり冷え込む季節になりました。いよい

よこれからインフルエンザが本格的に流行する時期になります。インフルエンザにかから

ない、感染を広げないために、こまめな手洗い、消毒、咳エチケット等の基本的な感染防

止対策を一人ひとりが心がけてください。 

 さて、今日は国際交流について考えてみたいと思います。本校の教育理念の１つとして、

「国際性を培う国際教育、英語教育」があります。本校にはアメリカ人の先生が２人在籍し

ており、英語で英語という言語や、世界で起こっている事柄について学ぶ授業が行われてい

ます。また、本校にはニュージーランド、タイ、シンガポール、インドネシアなどに姉妹校

があります。お互いの国を訪問する機会もあり、他の学校に比べて外国を身近に感じられる

環境が整っています。 

まずは、今年度の国際交流について整理してみます。7月にはインドネシアの姉妹校レジー

ナパチスを21名の生徒が訪問しました。学校は朝7時に始まり、日本語では行われない授業に

臨み、インドネシア伝統のバティック柄の布の絵付け体験などを行いました。日本とは異

なった環境の中でカルチャーショックを受けた生徒も多かったかと思いますが、ホストファ

ミリーの皆さんやレジーナパチスの先生方、生徒さんの優しさに触れ、帰国の途につく時に

は涙が止まらない生徒も多く見受けられました。 

 10月にはレジーナパチスから、12名の生徒が本校を訪問しました。本校の生徒と同じ授業

を受け、華道や書道の授業にも参加し、日本の文化に触れました。さよならの式典では、分

かりやすい学校紹介のプレゼンテーションに加え、歌や踊りの発表もありました。この間、

ホストファミリーとして受け入れてくださった本校の9家庭の皆様、文化の違いにより戸惑わ

れたことも多かったと思います。帰国する際、レジーナパチスの生徒たちからはホストファ

ミリーの皆様への感謝の言葉が数多く聞かれました。深い愛情で暖かく迎え入れていただき

ましてありがとうございました。この場を借りて改めて深く感謝申し上げます。 

 これらの国際交流の他に10月のシンガポールへの修学旅行では、姉妹校のハイシンカト

リックスクールへの訪問・交流があり、11月にはタイの姉妹校ティーラタダ ピサヌローク 

スクールから20名の生徒が本校を訪問します。 

前置きが長くなりましたが、改めて国際交流のメリットを考えてみたいと思います。 

1つ目は、コミュニケーション力が高まることだと思います。異なる言語を話す相手とコミュ

ニケーションを取らないといけない状況になれば、いつも以上に身振り手振りを活用する、も

しくは今まで学習してきた英語（もしくは他の言語）を何とか使おうと努力すると思います。

コミュニケーションを取ろうとするこの積極性は異文化交流の場のみならず、将来必ずどこか

で役立つものだと考えます。 

2つ目は、さまざまな価値観に触れられるということです。自分とは異なる国で生まれ、異な

る文化環境で育った人々と交流することによって、日本では常識だと思っていたことが、他国

では常識ではないと気づくことも多いはずです。例えば、日本では器を持ち上げて箸で食べま

すが、韓国では器はテーブルに置いたまま、スプーンと箸を使用して食べます。このように、

違う文化を持った人との交流により、今まで自分が知らなかった世界の扉が開かれ、新たなも

のの見方・捉え方ができるようになり、視座が高くなることに繋がるのです。 

 生徒手帳の中の「福岡海星女子学院 18歳のわたくし」には、世界との関わりや他の人との

関わりに関して次のような文言があります。 

 

〇自分と異なる様々な考えに心を開き、柔軟な姿勢で生きることの大切さを知っています。  

〇自国の文化を深く理解するとともに、広く世界に目を向け、世界の中のさまざまな出来事

が歴史的背景などの複雑な要因を持つことを理解しています。 

〇海星のネットワークや留学体験学習などを生かし、常に世界の現状に関心を持ち、能力に

応じた関わりができます。 

 本校在学中、また卒業後もたくさんの国際交流の場を経験することがあると思います。積極

的に異文化と関わり、自分の視野・可能性を広げると同時に、日本の文化や価値観に関する造

詣を深めることを願っています。 

駅伝競走部  県大会１５位  シード権獲得！！ 

 駅伝競走部は１１月２日（日）に嘉麻市で行われた、令和７

年度福岡県高等学校駅伝競走大会兼第３７回全国高等学校女子

駅伝競走大会福岡県予選大会に出場し、昨年より順位を７つ上

げて１５位になり、念願のシード権を獲得しました！ 

以下、一番距離の長い１区（６km）を走った、３年Ｃ組田村優

希さんのコメントです。 

「今年の県駅伝では、昨年から大きく順位を上げることができ

ました！ 

 私は昨年も１区を任されたにも関わらず、上手く走ることができませんでした。その悔しさから、今

年は今まで以上に陸上に向き合いました。コーチ、両親、一緒に頑張った仲間たちの支えのお陰でベス

トパフォーマンスを出せました！練習からチームが１つとなり励ましあった結果、昨年と比べ、チーム

全体もタイムを上げることができました。後輩たちには、来年の県駅伝で今年の１５位より更に上を目

指して走って欲しいと思います。」 



 
   Schedule of events 

11/17 月 キッチンカー 

11/19 水 前期探究発表会 

11/22 

～28 

土 

～金 
２学期期末考査 

2学年修学旅行   ２学年主任 森 香織  

10月14日（火）～17日（金）まで関東、14日（火）～18日（土）までシンガポール、2学年が2班

に分かれ、修学旅行に行ってまいりました。関東は鎌倉大仏殿、横浜、聖心女子大学、東京都内及

び近郊、東京ディズニーシー、浅草寺、東京スカイツリーといった様々な歴史ある場所へ、シンガ

ポールはマーライオン公園、ハイシンスクール姉妹校交流、シンガポール市内、リバークルーズ、

ユニバーサルスタジオシンガポール、ナイトサファリへ、世界の多様な文化を学びました。お天気

にも恵まれ、一日一日が学び多く、満ち足りた研修となり、生徒一人一人の生き生きとした表情が

とても印象的でした。充足した表情の生徒を見ることができ、とても幸せな4日間でありました。

この貴重な経験と紡いだ想いを生徒とともに、これからの生き方につなげていきたいと思います。 

平和学習 
 10月8日（水）に平和学習を実施しました。今年は、戦後80年という節目の年

を迎えました。今、「戦争を経験した方」がご高齢となり、直接、戦争の悲劇

を知っている方、戦争を体験した方が少なくなっています。そこで、戦争を繰

り返さないために、平和を守るために、その体験・経験を受け継いで語る、伝

承しようという動きが起こっています。今回は、長崎の諫早から野崎秀人様を

お招きし、講話をしていただきました。 

 野崎様は、長崎で被爆した末永浩さんの被爆体験を伝承され、各地で講話を

されています。お話は、末永さんやご家族が体験したことが中心でした。貴重

な資料も多く、衝撃的な内容も含まれていました。生徒の感想には、「戦争が

どれだけ悲惨なものなのか、恐ろしいものなのか、改めて感じた」、「この戦

争が今、世界で起きていると思うと怖いし、悲しい気持ちになった」といった

戦争の恐ろしさを再認識したと同時に、世界では戦争が今も起きていることを

実感したという内容が多くありました。また、「戦争の話を受け継いでいくこ

と、伝承していくことの大切さを感じた」、「戦争を後世に伝えていく必要が

あると思った」といった野崎様のお話から、その想いを強く感じたという感想

もありました。 

 末永さんからの「加害者であることを忘れてはいけない」、「放射能の影響

が残っている」、「現代の問題に目を向ける」というメッセージを心に留め、

平和は当たり前のものではないという自覚を持ち、「私たちが平和のために出

来ることを考え、行動に起こしていく必要がある」、と改めて考える良い機会

となりました。野崎様が最後にお話しされた「あなたたちが50年後も戦争を知

らない人たちで、長崎が最後の被爆地でありますように」という言葉は、平和

な時代に生きることの尊さ、有り難さを伝えてくださいました。  

【講演をしてくださった野崎様】  

【当時の貴重な写真】  

以下、生徒の日記です。（抜粋） 

 

 関東へ行った生徒の日記から：もう最終日だなんて信じられない、信じたくない、それほど楽し

い修学旅行でした。友人と一緒に、「みなとみらい」で乗ったロープウェイから見た綺麗な景色、

聖心女子大学で出会った凛とした卒業生のお姿、念願のディズニーシー、班で協力して歩いた自主

研修、すべてが最高の思い出となりました。忘れることのできない最高の修学旅行でした！！  

この学びをこれからの生活にいかしていき、色々なことにチャレンジしていきたいです！！ 

 

 シンガポールへ行った生徒の日記から：初めての海外でとても緊張しましたが、みんなで協力

し、ルールを守りながら最高に楽しむことができたことは私自身の自信にもつながりました。今ま

で見たことがなかった世界、感じたことがない気持ち、すべてが最高の思い出となりました。慣れ

ない環境では現地の方々の支えがあり、人のあたたかさも改めて感じた機会でした。また修学旅行

で築いた仲間との絆もこれからにいかしていきたいと思いました。高校生活最高の思い出をくだ

さった先生方をはじめ、多くの方々に感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございました。 


